
子どもを真ん中に、住民がつながる居場所 「子ども食堂」

子ども食堂とは…
　“ごはん”を通じて地域ぐるみで子どもを見守り育て
ていく、垣根のない居場所です。守山市には、現在、
10箇所の子ども食堂があります。市社協では、子ども
をはじめ、地域で誰一人孤立することなく、「みんなが
主役 つながる 支えあう 福祉のまちづくり（第３次守山
市地域福祉活動計画　基本理念）」を進めています。

今浜ハッピーレストラン（今浜自治会主催）

ふらっと ふれあい食堂（ふらっとふれあい食堂主催）

あなたのお力、お貸しください！
　子ども食堂は、参加費のほか、住民の皆さんや企業・
団体などからのご寄附や助成金で運営されています。
この取り組みにご賛同いただける方からの資金や食材

（米、野菜など）のご協力をお待ちしています。子ども
好き、料理好きの方など、お手伝いくださる方も大募集！
高校生、大学生も歓迎！
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2・3   市社協の活動・予算の概要
4～6   あなたの「まなび」応援します
7 みんなが主役の「福祉のまちづくり」にご協力を！／命の
バトン、ご存知ですか？

8 生活支援体制整備事業／矢島自治会カフェ型サロン
9   人・ひと・ヒト（西川育男さん）

10 「車いす募金」のお礼／「滋賀の町を良くするしくみ」助
成事業

11 ファミサポ通信／自治会子育てサロン紹介
12   東日本大震災から７年／日赤チャンネル
13   善意銀行だより
14   福祉協力員フォーラム／「イトスギ」記念植樹／寄附お
礼・お願い／介護者のつどい／チャレンジクイズ

この広報紙は、皆さまから寄せられた共同募金 や企業広告料などで作成しています。

もりやま社協だよりは、シニアボランティアグループの方々に各自治会へ届けていただき、地域の役
員等の皆さまのご協力により各ご家庭へお届けしております。



守山市社協の活動・予算の概要平成30年度

〔生活支援体制整備事業の推進〕
　学区社会福祉協議会を基盤として、住民主体の助けあいについて協議し、行政や地域の福祉施設等と一緒に、課
題解決に向けた活動をすすめます。
〔相談・支援機能の強化〕
　地域の誰もが孤立することなく、社会とつながり、自立した生活を営むことができるよう相談・支援を充実します。
〔ボランティアの振興〕
　誰もが気軽に活動に参加できるよう努め、ボランティアの振興を推進します。
〔広報活動の強化〕
　社協だより、ホームページを始め、様々な媒体を活用し、様々な世代に地域福祉活動にご理解いただけるよう努
めます。
〔基盤の強化〕
　会費や寄附、募金について、分かりやすい説明に努めるとともに、職員の資質向上をはかります。
〔介護事業の充実強化〕
　中期事業計画を推進し、経営の効率化とともに、必要なサービスを強化し、利用満足度の向上に努めます。

重点事項

平成30年度　守山市社協の予算
総額　4億6,501万9千円

（介護等事業325,548円(70%)・地域福祉推進事業139,471千円(30%)）

〔介護等事業〕
収　入 支　出

項　目 金額(千円) ％ 項　目 金額(千円) ％
介護保険 273,038 84 デイサービス事業 124,248 38
医療事業     8,721   3 認知症対応型デイサービス事業   46,199 14
障害者福祉サービス     7,623   2 ケアマネジメント事業   35,207 11
その他   14,535   4 ホームヘルプ事業   65,042 20
繰越金   21,631   7 障害者へのホームヘルプ等     7,623   2

訪問看護事業   41,519 13
医療的ケアを要する方のデイサービス     5,710   2

合　計 325,548 100 合　計 325,548 100
〔地域福祉推進事業〕

収　入 支　出
項　目 金額(千円) ％ 項　目 金額(千円) ％

補助金・受託金   98,487 71 法人運営(人件費・研修他)   79,921 57
会費･募金･寄附金   19,754 14 小地域福祉活動の推進   12,099   9
繰入金･繰越金など   21,230 15 生活支援体制整備事業     8,209   6

ボランティア活動の推進   16,248 12
サロン等在宅福祉活動の推進     9,033   6
相談支援事業の推進     6,272   5
広報・啓発活動     3,131   2
その他の福祉活動     4,558   3

合　計 139,471 100 合　計 139,471 100

（2）生活福祉資金
貸付制度

失業や低所得等により、一時的に生計維持が困難になる方の自立に向けた貸付制度があ
ります。（滋賀県社会福祉協議会による貸付です）
ご相談は、守山市社会福祉協議会（☎･有線583-2923）まで。

第3次守山市地域福祉
活動計画　基本理念 「みんなが主役　つながる　支えあう　福祉のまちづくり」



主な活動の紹介

学区社会福祉協議会への助成
（10,615千円）

自治会子育てサロンへの助成
（1,250千円）

善意銀行の運営（寄附受入）
（3,197千円）

生活支援コーディネーターを配置し、
身近な地域での助けあい等について協
議の場を設置します。

高齢者サロン、介護者のつどい等の開
催経費を助成します。

年４回の社協だよりの他、タイムリー
な情報をホームページにのせてお届け
します。

地域の皆さまとともに、地域福祉の専門
職が課題解決に向けたお手伝いをしま
す。また、活動の財源を会費・募金とし
て預かり、活動のために役立てます。

「ボランティアをしてみたい」、「ボラン
ティアに来てほしい」ボランティアの
ことなら何でも相談をお受けします。
またグループへの活動助成を行います。

誰もが孤立することなく、自立した生
活ができるよう相談・支援を行います。

学区で実施の福祉活動経費を助成しま
す。また学区担当職員が活動の相談を
お受けします。

学区社協・自治会・福祉団体を対象に、
地域の課題解決のための必要経費を助成

ふとん丸洗いサービス、生活困窮者への
激励金贈呈など、様々な活動に助成

県共同募金への納付金 10,700千円
車椅子の購入  700千円
募金活動経費 1,640千円

未就園児の子育てサロン開催を助成。
助成希望はご相談ください。

皆さまから善意（金品）をお預かりし、
守山の福祉のために役立てます。

地域の支えあい活動を推進！
生活支援体制整備事業

（8,209千円）

高齢者の居場所づくり
すこやかサロン等への助成

（9,033千円）

地域福祉の情報をお届け！
広報・啓発活動

（3,131千円）

皆さまに信頼される組織を！
法人の運営

（79,921千円）

誰もが気軽にはじめの一歩！
ボランティア活動の推進

（10,113千円）

障がい者や生活困窮世帯等へ
の相談・支援事業

（6,272千円）

日本赤十字社守山市地区予算
収入支出総額8,600千円

〈収　入〉 (千円)
会　費 7,000
交付金    910
繰越金    659
雑収入      31
合　計 8,600

〈支　出〉 
納付金 7,000
事務費    600
事業費 1,000
合　計 8,600

守山市共同募金委員会予算　収入支出総額23,388千円
福祉活動提案事業等に　2,445千円

守山市社会福祉協議会などの団体へ助成　7,903千円

その他の活動に

速野「みんなのリビング」 吉身「サロンボランティア講座」

小津「すこやかサロン」 もりやま社協だより全戸配布 理事会

河西「ふゆのえんにち」 中洲子育てサロン「ひまわり」 企業より車椅子の寄附

玉津「ボランティアキャップ」

守山「お助け教室」

（3） 高齢や障害等の理由で判断能力に不安のある方の、福祉サービスの利用や日常的な金
銭管理などのお手伝いをします。（有料、減免制度あり）
ご相談は、守山市社会福祉協議会（☎･有線583-2923）まで。

地域福祉
権利擁護事業

ケガや介護などで一時的に必要となった方へ、車イスを無料で貸し出します。
貸出期間は最長１ヵ月です。

車イス貸出し
（子ども用もあります。）



あなたの「まなび」応援します。

№ 講座名 実施内容
1 転倒予防体操 転倒する原因を知り、予防するための体操を行います。
2 運動機能向上体操 ストレッチ体操や、重りや棒を使った体操を行います。

3 認知症を予防するには 認知症という病気の原因や症状を知り、予防方法を学び
ます。

4 認知症予防のための頭の体操 認知症を予防するための頭を使ったゲームなどを行いま
す。

5 移乗の仕方について ベッドから車椅子、車椅子からベッドへの移動について、
実技を交えて学びます。

6 ヘルパーの仕事について ホームヘルパーの仕事の内容について学びます。
7 排泄介助について オムツの種類や当て方について、実技を交えて学びます。
8 脱水・熱中症について 夏場に多い脱水や熱中症を予防する方法を学びます。

9 飲み込みについて 嚥下困難（水や食べ物が飲みにくくなること）を予防す
る運動や、食事介助の方法を学びます。

10 介護保険を利用するには 介護保険の申請から利用について学びます。

11 高齢者の施設について 介護を必要とする高齢者が利用できる施設について学び
ます。

12 住宅改修と福祉用具について 住宅改修の制度や実例、福祉用具を使った安全な日常生
活の方法等を学びます。

13 地域福祉活動について 第３次守山市地域福祉活動計画について、また見守りや
サロン等の小地域福祉活動について学びます。

14 地域ぐるみの支え合いについて 自治会等での見守り・支え合いの必要性とその取り組み
について学びます。

15 地域福祉権利擁護事業について 事業の趣旨、サービスの実施状況等について学びます。

16 ボランティアについて ボランティア活動の意義や活動者の様子などについて学
びます。

17 避難所運営ゲーム(ＨＵＧ） 避難所で起こりうる様々な出来事の対応策を考えるゲー
ムを行います。

18 ファミリー・サポート・センターについて 事業の趣旨、利用者の状況等について学びます。

19 社会福祉協議会活動について 社会福祉協議会の歴史や活動、会費の使い途などについ
て説明します。

20 赤い羽根共同募金について 事業の趣旨、募金の使い途などについて説明します。

21 助成金の活用 地域福祉活動に関係する助成金制度について説明しま
す。

22 生活支援体制整備事業について
（助け合い体験ゲーム）

高齢になっても安心して暮らせる地域について、体験
ゲームなどで学びます。

平成30年度出前講座　―社協職員編―

　守山市社協の出前講座は、職員によるものだけでなく、ボランティアセンターに登録されるグルー
プにも実施いただいています。皆さまのグループや自治会等の集まりでご利用いただけますので、興
味・関心をもたれましたら、お気軽にお問い合わせください。

（4）生活支援
相談

生活の問題について、アドバスや情報提供など、解決のお手伝いをします。
相談は無料。毎週月曜日、午前9時から12時まで。
ご相談・お問い合わせは、守山市社会福祉協議会（☎･有線583-2923）まで。

運転ボランティアが、ご自宅からの通院送迎をします。（有料）
要支援1または2で、住民税非課税の方が対象です。
お問い合わせ・お申し込みは、守山市社会福祉協議会（☎･有線583-2923）まで。

出前講座を
ご利用ください

介護に関すること、地域活動に関すること、地域の勉強会や集まりに守山市社会福祉協議
会職員が出向かせていただきます。ボランティアグループ編もございます。
お問い合わせは、守山市社会福祉協議会（☎･有線583-2923）まで。



■みる・きく（イベント支援・出演）
№ ボランティアグループ名 実施内容
1 あきわ 尺八
2 アンドルチェ＆シャープ オカリナ
3 石田七吟会 詩吟
4 湖の風 ハーモニカ
5 さくら会守山支部 マジック、懐メロ、大道芸
6 滋賀西藤会 民謡、三味線、尺八、太鼓
7 市民劇団笑門座 啓発喜劇
8 翔波会 日本舞踊
9 大正琴いきいき 大正琴
10 大正琴なごみ会 大正琴
11 正山会 民謡
12 ドリーム 足ダンス、唄、踊り、三味線、手品
13 ハンドベルグループ「べにほっぺ」 ハンドベル
14 ハンドベル野いちご ハンドベル
15 守山音楽連盟 音楽全般
16 守山市文化協会 文化芸術全般
17 守山市ボランティア観光ガイド協会 市内の観光案内
18 守山民謡(踊)愛好会 民謡
19 よもやま劇場 マジック、歌謡

■やってみる（参加・体験）
№ ボランティアグループ名 実施内容
1 おりがみグループ 折り紙
2 回想法ボランティアいきいき 回想法、認知症予防
3 拡大図書グループ 拡大本の作製
4 手話サークルえがお 手話
5 手話サークルさぼてん 手話
6 そば宇宙 そば打ち
7 太極拳心陽クラブ 太極拳
8 太陽グループ ストレッチ体操、昔の歌、ゲーム
9 男性シニアグループうり坊の会 そば打ち
10 点訳きらら 点字
11 日本車椅子レクダンス協会守山支部（矢車草の会） 車いす
12 はっぴぃ笑いヨガ 笑いヨガ
13 バルーンアートふうせん バルーンアート
14 水保そば倶楽部 そば打ち
15 未来への絆２６ 図書の補修
16 守山健康まーじゃん「すこやか会」 健康マージャン
17 守山災害ボランティア・コーディネーターふなボタル 避難所運営ゲーム
18 守山市障害者スポーツ協会（ユニスポもりやま） ユニバーサルスポーツ
19 守山手話サークル 手話
20 守山市要約筆記サークルめろん 要約筆記
21 守山鉄道同好会 鉄道模型、鉄道全般
22 守山パソコン愛好会 パソコン教室
23 朗読グループじゃらん 朗読

平成30年度出前講座　―ボランティアグループ編―

（5） シニア
いきがい相談

ボランティア活動を気軽に始めていただけるよう、月曜日と木曜日の午後1時から4時ま
で、いきがいサポーターがご相談をお受けします。（要予約）
ご相談・ご予約は、守山市社会福祉協議会（☎･有線583-2923）まで。

福祉有償運送事業
運転ボランティアが、ご自宅からの通院送迎をします。（有料）
要支援1または2で、住民税非課税の方が対象です。
お問い合わせ・お申し込みは、守山市社会福祉協議会（☎･有線583-2923）まで。



■そだてる（子育て支援、若者支援）
№ ボランティアグループ名 実施内容
1 ＳＯＳボランティア 通学見守り
2 オアシス 研修時等の託児
3 お話会たんぽぽ エプロンシアター、ペープサート他
4 環塾 学習支援
5 ころんころんクラブ 紙芝居、絵本、手品など
6 スマイルシード 子どもの食物アレルギー、子ども食堂
7 託児ボランティアシャボン玉 研修時等の託児
8 ツインズサークルび～んず 多胎児の育児支援、多胎児家族の交流
9 特定非営利活動法人アートＮＰＯ・ＺＯＯ お話会など
10 トマト 子ども文庫、読み聞かせ
11 ひまわり 子ども食堂
12 ふうせん 人形劇、折り紙
13 めじろ会 食育
14 若者自立支援ボランティアGroup　居場所の会「レリーフ」 若者の自立支援

■手伝う（生活支援）
№ ボランティアグループ名 実施内容
1 安心お助け隊 除草や清掃などの生活支援全般
2 生活支援ボランティアＨＥＬＰ 住宅設備の修理など

■その他（グループ活動、普及･啓発活動）
№ ボランティアグループ名 実施内容
1 開運福祉連合会 結婚相談
2 河西消費生活研究会 助け合う組織活動
3 キラッと２２ 仲間づくり、地域貢献
4 チューリップ２３ 仲間づくり、地域貢献
5 ドリーム１８会 仲間づくり、地域貢献
6 ２５２５会 仲間づくり、地域貢献
7 虹の会２４ 仲間づくり、地域貢献
8 守山市赤十字奉仕団 災害義援金･炊き出し、献血推進
9 守山ボランティアの会ＧＡＧ 仲間づくり、地域貢献
10 ライフカウンセラー友乃会 人材・経営・就労相談
11 楽々２０ 仲間づくり、地域貢献
12 緑授会 児童福祉施設の支援

■対　象　市内在住または在勤の、おおむね10人以上のグループ
■費　用　無料（ただし、実費が必要な場合があります。）

　【実施のながれ】
　　①講師の調整をいたしますので、まずご連絡をお願いします。
　　　※ご希望に添えない場合があることを予めご了承ください。
　　②希望日の前月15日までに利用申込書の提出をお願いします。
　　③講座が終了しましたら、実施報告書の提出をお願いします。

申込書および報告書は、守山市
社協ホームページからダウン
ロードできます。
トップページ右側の申請書＞ 
表中「出前講座」の各様式　　
をクリック。

お申し込み・お問い合わせは
守山市社会福祉協議会　電話･有線583-2923　Fax582-1615 までお願いします。
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お話し相手
ボランティア

どこへ相談すればよいか
わからないとき

ご高齢の方で、家に閉じこもりがちの方、お話し相手がほしい方、ぜひご利用ください。
お話し相手ボランティアがご自宅へ訪問します。
お問い合わせは、守山市社会福祉協議会（☎･有線583-2923）まで。

福祉のことについて、どこへ相談すればよいかわからないときは、
社会福祉協議会へご連絡ください。 適切な機関へおつなぎします。
ご連絡は、守山市社会福祉協議会（☎･有線583-2923）まで。



社協一般会員（200円/一世帯）加入のお願い
　今年度で3年目を迎える「みんなが主役　つながる　支えあう　福祉のまちづくり」をテーマとする第3
次守山市地域福祉活動計画をさらに推進するために、進捗状況を把握しながらより着実に福祉事業の実施を
してまいります。
　その活動を支える財源の一つが今回自治会を通じて皆さまへお願いする一般会費です。この会費は、「ま
ちづくり」に欠かすことのできない大切な財源となります。皆さまのご理解とご協力をよろしくお願い致し
ます。
◦ 地域での見守り活動やボランティア活動を支えています。
◦ 学区社協活動（サロン・福祉講演会・子育て支援・ボランティアの集い）等に役立てています。

みんなが主役の「福祉のまちづくり」に
ご協力お願いします！ 守山市社会福祉協議会

日赤協力会費（400円/一世帯）ご協力のお願い
　日本赤十字社は、5月1日から全国一斉に「赤十字活動資金増強運動」を展開しております。
　赤十字の理念と活動にご理解いただき、ご協力を賜りますようお願いします。
　平成29年度は、7,035,480円（対前年236,947円減）をお寄せいただきました。
　ありがとうございました。

民生委員・児童委員の日活動強化月間

「もしもの時の命のバトン」
　休日の朝、突然電話が鳴った。「クラクラする、吐きそう、医者に連れて行って…」
　電話は近所のひとり暮らし高齢者Ａさんからで、慌てて駆けつけると、玄関に座り込まれていた。休
日のため病院は休み。救急車を呼ぼうか悩んだが、かろうじて会話も歩行もできたので、私が救急病院
に連れて行くことにした。
　「あ、そうだ！命のバトンがあったんや」
　以前にお渡ししていた命のバトンがあることを思い出し、命のバトンも持って救急病院へ走った。診
察のとき、具合の悪いＡさんに代わって私が症状を説明することになったが、いつも見守りはしている
けれど、持病や普段飲まれている薬のことまでは知らない。持って
いった命のバトンの情報を医師に見せながら今朝の状態を説明する
ことができ、とても心強かった。
　長年民生委員をしているが、このような経験は初めてで、命のバ
トンの必要性を実感した。今回のような急病やまた災害時に備え、
命のバトンを普及させなければ！と思うできごとであった。
　その後Ａさんは回復され、普段通りの生活を送られている。

小津学区民生委員・児童委員　大谷加代子

～命のバトン、ご存知ですか？～
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福祉車両貸出し
お出かけ応援事業

車イスを使用される方にも、ご家族や知人と一緒に外出していただけるよう、車イス車両
（軽自動車）を貸出しいたします。（最大4日間、無料、ガソリン満タン返却）
詳しくは、守山市社会福祉協議会（☎･有線583-2923）まで。

「命のバトン」
とは

緊急時に備え、予め必要事項を記載した書類をご自宅に設置しておき、いざという時に、支
援者等が取り出して活用するしくみです。守山市では、これに加え、平常時の連絡先等を記
した「暮らしの安心メモ」と併用しています。お問い合わせは、市社協（583-2923）まで。



　市社協は、平成28年度より市委託事業として、守山市生活支援体制整備事業に取り組んでいます。この取り
組みは、公的サービスの補填的なサービスづくりではなく、高齢者等が閉じこもりにならず、日頃から馴染み
のある方々と関わりながら、住民それぞれのいきがいづくりと出番づくりを創出する地域づくりを目指しま
す。
　この事業を進めるためには、今後は地域住民だけではなく、地元の福祉施設･福祉団体･NPO法人･企業等の
多様な主体によるつながりをもつことが必要です。
　こうした活動の一環として、「将来の地域をどう作っていくか」「地域が一層元気になるにはどうしていけ
ば良いか」等を話しあう場を「協議体」と言います。この協議体は、市域(第１層)と学区(第２層)に設置していま
す。協議体には、地域づくりに関わりのある人と団体をつなぐ生活支援コーディネーターが配置されていま
す。
　現在協議体では、地域の困りごとの抽出、既存の福祉活動や生活支援等に関する民間サービスの把握と共有
等、それぞれの地域の実情に応じた取り組みを進めています。

〜協議体と生活支援コーディネーターについて〜
生活支援体制整備事業生活支援体制整備事業

矢島自治会「ほっとカフェ やじま」をインタビュー!!
～日頃の居場所から災害時にも強いつながりになれば…～

　今年の4月から始まった矢島自治会のカフェ型サロン。子どもから高齢者まで「気軽に集い、地域住民
のつながる機会になれば」との願いを込めて開催されました。
　今回は、その開催に至るまでのエピソードや協力者の思いを聞かせていただきました。

Q1　「ほっとカフェ やじま」の取り組みに至ったエピソ
ードがあれば教えてください。

A1　日頃の見守り支援活動から、ひとり暮らし高齢者の
増加に危機感を持ち、居場所の必要性を実感しました。高
齢者だけでなく、世代を問わず参加してほしいな、と考え、
元気クラブの協力者に相談し、快く賛同してくださったこ
とが始まりです。

Q2　取り組みにあたって、今後の思いや願いは？
A2　地域には、カフェ型サロンだけでなく、高齢者･
子育てのサロン、元気クラブなどの様々な居場所があり
ます。こうした居場所をとおして、地域のつながりの場
となれば、と考えています。また、もしも災害が起こっ
た時、お互いに支えあうことのできる「強いつながり」
になれば、とても幸せです。

<「ほっとカフェ やじま」の様子＞

<スタッフの皆さま＞
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いきがい活動
ポイント事業

貯まったポイントを商品券等と交換できます。
65歳以上の方で、ボランティア活動を少しでも始めてみようかなと思われる方、ぜひどうぞ。
ご相談・お問い合わせは、守山市社会福祉協議会（☎･有線583-2923）まで。

ボランティア
活動のご相談

ボランティア活動を始めたい、ボランティアの協力をお願いしたい、などのご相談を守山市
社協内のボランティアセンターで随時お受けしています。
お問い合わせは、守山市社会福祉協議会（☎･有線583-2923）まで。



人・ひと・ヒト

ボーイスカウト守山第１団　団委員長　西川　育男さん
　「雪が降ってきてごっつう寒かったし、し
んどかったし、眠たかった」「自信なかったけど先輩たちが助
けてくれたので最後まで歩けた」「こいつら寝ながら歩いとる
んや、手離したらすぐ座りこみよるねん」
　1年で一番寒い厳冬期の深夜を何時間も歩き通す夜間ハイ
キング、これはボーイスカウト守山第1団挙げての最大の伝
統行事です。苦しみを乗り越えてやり遂げた達成感は殆どの
スカウトが強い想い出になって残っていると言います。
　ボーイスカウトは、年令の異なる8人ほどで班（組）を作り、

兄弟姉妹のように常に同一行動を取ります。班（組）の中では年長者が班長・次長となって差配し、教え
合い助け合い、時には他の班（組）と競争しながらボーイスカウト生活を送ります。その日常の中でひと
り一人が成長していきます。
　私は、ボーイスカウト守山第1団の発団（1980年）ほどなく、息子二人の入団に伴って指導者をさせて
頂き、以来、先輩指導者の導きにより、本業とボーイスカウトの2路線で人生を歩んできたような気がします。
守山第1団は守山市で唯一の団であり、滋賀県で最も大きな団を続けています。現在はスカウト数が全国第
4位（132名）、総人数が全国第8位（179名）の大世帯で、日本連盟から毎年表彰を受けています。これは
当団の特長である、市行政、ライオンズクラブ、青年会議所など地域社会との協働や、子どもと共に親も
育むという「共育（ともいく）」方針のもとに、全ての親
御さんに関わって頂いているからであると感謝しています。
　ボーイスカウトの青少年教育は、日本連盟の初代総長　
後藤新平の残した「自治三訣」、すなわち「人のお世話にな
らぬよう、人のお世話をするように、そして報いを求めぬ
よう」にその全てが表されています。
　スカウト達がハイキング、サイクリング、キャンプ、ス
キー、水泳など広範な野外活動や、地域社会への関わりを
経験しながら、それを通じて、自立（律）する人間、何事
にも対応できる人間、社会に役立つ人間に育つことをめざしています。
　その中でも、社会奉仕の活動は、自分たちが元気に活動できることに対する感謝の気持ちを持たせて、
基軸的に行っています。赤い羽根共同募金、緑の羽根、ユニセフ、災害救援などの街頭募金や、環境フェア、
びわこ地球市民の森のつどい、野洲川冒険いかだ下りなどのイベントへのボランティア参加・奉仕などで
す。
　このように頑張っているスカウト達を見かけられましたら、「ごくろうさんやねえ」とお声をかけてやっ
て頂ければありがたい次第です。

　守山のボーイスカウトは2020年に40周
年を迎えます。当団育ちの親が我が子を入
団させ自分も指導者を務めてくれる時代と
なりました。また、市の成人式を自らで企
画運営したような若い青少年指導者がたく
さん育ってきました。これらの人たちの努
力によって、次代の守山のボーイスカウト
が青少年健全育成に少しでもお役に立つよ
う増々発展することを念じています。

ボーイスカウトで守山の子ども達を育てたい
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市老人クラブ加入
団体会員の皆さま

市老人クラブ加入会員の皆さまが「いきがい活動ポイント」に登録し、活動されますと、換
券の際、ポイントを２割増しで計算します。是非、いきがい活動ポイント事業にご参加を。
ご相談・お問い合わせは、守山市社会福祉協議会（☎･有線583-2923）まで。

福祉施設･学校 ･
園の皆さま

ボランティアに来てほしいけど集まらない…そういった時は、是非、いきがい活動ポイン
トに施設登録を。活動登録者に施設名・希望活動を情報提供します。（施設さまには金銭
的負担は発生しません）お問い合わせは、守山市社会福祉協議会（☎･有線583-2923）まで。



　市内全自治会館に車いすを配備する計画で、平成30年1月から5ヵ年計画でスタートいたしました『車
いす募金』。おかげさまで平成29年度の募金額は707,498円となり、また車いす２台のご寄附もいただき
ました。今後も引き続き、様々な方法でご協力をお願いしておりますので、何卒よろしくお願いします。
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　滋賀県共同募金会より助成をうけ、イベント機器の購入をいたしました。平成元年より、住民交流事業に
おいて貸出を行ってきたイベント機器ですが、劣化が激しく故障しがちになる機器が増えてきておりました
ので、次の機器を新しく購入いたしました。

　この助成事業は皆さまからご寄附いただいた赤い羽根共同募金という
尊い浄財をもとに実施されています。
　これから地域のイベントがたくさん行われる季節になります。是非ともご活用ください!!

『車いす募金』のお礼『車いす募金』のお礼

◦綿菓子機７台　　　　◦電動かき氷機６台　　◦手動かき氷機１台
◦焼きそば鉄板４台　　◦たこ焼き器３台　　　◦ポップコーン機７台

赤い羽根共同募金
平成29年「滋賀の町を良くするしくみ」助成事業

　ご利用の際、1台500円（手動かき氷機300円）の協力金をお願いしています。ご協力をよろしくお願い
します。
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書き損じハガキを
集めています

書き損じや未投函のハガキがねむっていたら、是非、市社協へお持ちください。市社協で
換金し、自治会への車椅子配備に役立てます。例えば額面50円のハガキ555枚で、車椅子
１台分にかわります。

募金箱設置に
ご協力を！

共同募金委員会（事務局：守山市社協）では、車椅子募金の募金箱を設置いただける事業所様
を募集中です。募金箱は当方で用意いたします。（幅16cm×奥行13㎝×高さ22㎝）
是非、ご一報をお待ちしております。（電話583-2923　事務局：市社協）



ファミサポ通信ファミサポ通信

守山市ファミリー・サポート・センター（すこやかセンター２階 守山市社会福祉協議会内）

子育てのお手伝い応援できる方募集中

お問い合わせは

自治会 子育てサロン紹介

　小規模なサロンで、気軽に和気あいあいと活動
しています。保護者自ら管理・運営を行っているの
で、子どもたちの年齢や季節に合わせて細やかな
年間計画を立てて取り組めています。クリスマスや
ひな祭り等行事には、健康推進員の方々がお菓子
を作りに来てくださって地域交流をしたり、定期的
にピクニックやお楽しみ会を行い、皆が楽しめる場
となっています。

弥生の里自治会子育てサロン
毎週月曜日開催

☎ 582-2220・ＦＡＸ 582-1615　　　mori-fami.support@docomo.ne.jp

地域で子育ての援助をしていただける方、ぜひ会員
になってください。お待ちしております。

●子どもを連れて出かけにくい…

●�残業などで保育所、学童に迎え
にいけない…

●�出産の時、上の子の送迎をどう
しよう…

お母さんの困りごと（お母さん方の依頼） ファミリー・サポート・セン
ターとは育児の援助を受けた
い人と援助をする人が地域で
助け合う会員組織です。
※ ご希望に添えない場合があ

ることを、予めご了承くださ
い。

H29年度の依頼内容
・園への送迎＆預かり682件
・学童への送迎＆預かり359件
・習い事の送迎318件
・園や学校の休みの支援235件
・保護者の都合など　213件

　自治会の子育てサロンは、共同募金助成事業です。平成29年度は44の自治会の皆さまに444回分
の開催助成をさせていただいております。

　昨年に引き続き、このコーナーでは「自治会子育てサロン」のご紹介をしていきます。

～地域で安心して子育てできるまちづくりをめざして～

（11）
649kg＝推計279,070個　皆さまのご協力、ありがとうございます。
引き続き、よろしくお願いします。

ペットボトルキャップは、7地区会館の専用BOXへ！
エコキャップ活動の状況報告
（平成30年2月～平成30年4月分）

子育て支援に
関心のある方

「子どもは地域の宝物」子育て中の家庭を応援していただける方を募集しています。
お問い合わせは、守山市ファミリー・サポート・センター（☎582-2220）まで。



　今年も岩手県大槌町エールサポートセンターへ、3月21日に行ってきました。訪問はこれで4度目。今年
は8名での訪問でしたが、昨年は太極拳グループも一緒に、総勢19名が被災者の方々と和やかに交流しまし
た。義援金と心をこめた手づくりのプレゼント（今年はティッシュカバーと犬のマスコット）を持ち、年に1
度の訪問ですが、懐かしの歌を歌うなど、お互いに心温まるひと時を過ごしてきました。
　震災から7年。盛り土された土地にぽつぽつ家が建ってきましたが、復興までにはまだ時間が必要です。
いつも訪問していたサポートセンターも来年3月で閉所予定。また仮設住宅も無くなるとの話も聞き、少し
複雑な気持ちになっています。
　今後、住み慣れた場所と仲間との関係をどう維持されるのか。いま、私たちができること。それは、この
震災を忘れず、皆さまの健康と復興を心から願うことだと思います。

守山市赤十字奉仕団の設立総会が盛大に
開催されました

　守山市内の7つの赤十字
奉仕団は、4月1日から守
山市赤十字奉仕団に統合さ
れ活動を展開されています。4月20日

（金）には、市民ホール小ホールにお
いて、団員220人が参加するなか、設
立総会が開催され、今年度の活動目標

などについて話し合われました。また、記念講演では、指導講
師の箕浦捨夫さんから「これからの赤十字奉仕団活動に期待す
ること」と題して、人口減少社会で赤十字奉仕団が取り組む活
動をお話いただきました。

平成29年度義援金報告（守山市）

東日本大震災から７年。被災地の訪問を通して

熊本地震災害… 31,000円
東日本大震災… 31,000円

現在も募集中の義援金
・平成29年7月5日からの大雨災害義援金
 (平成30年9月28日まで)
・熊本地震災害義援金 (平成31年3月31日まで)
・東日本大震災義援金 (平成31年3月31日まで)

まほろば・ボラの会

　まほろば・ボラ
の会は、平成28年
10月に発足。現
在、26名 が 活 動
しています。工夫
したグッズを販売
し、これまで16万
円の義援金をお届
けしました。

（12）アルミ缶のプルタブ
を集めています

赤十字奉仕団では、アルミ缶のプルタブ回収運動を行っています。是非ご協力くださ
い。回収箱は、市社協、各地区会館にあります。(問合せ先：市社協☎583-2923)

高齢者サロン等で
回想法を！

昔懐かしい生活用具などをボランティアさんが持参されます。
みなさん表情がイキイキ。自然と会話が弾みます。
お問い合わせは、守山市社会福祉協議会（☎･有線583-2923）まで。



眼科一般診療・白内障手術・硝子体手術・加齢黄斑変性治療

小森眼科クリニック
院　長　小森　秀樹

小森眼科クリニック

守山市金森町600-1 

守山市民
ホール

立命館
守山中高

守山高校北

ほっともっとさん

松研さん

36台完備P
★当院

http://www.komori-eye.com/

〈休診日〉 
水曜午後、土曜午後、日曜・祝日
★…予約検査

診療時間（予定） 月 火 水 木 金 土 日・祝

午前9:00～12:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／

午後2:00～  4:00 ★ 手術 ／ ★ 手術 ／ ／

午後4:00～  6:30 ○ 手術 ／ ○ ○ ／ ／

日本眼科学会認定眼科専門医

☎（077）581-1
ひ と み

31
ひ と み

3

交通事故・離婚・相続・遺言
自己破産・その他一般民事・刑事

守山市役所前
まずはお電話を

法テラス民事法律扶助利用可

くすのき法律事務所
弁護士　西村 一彦

TEL.077-514-2175
くすのき法律事務所 守山

URL:http://www.ismjp.com/

県知事登録滋賀県11ね第1号県知事登録滋賀県11ね第1号
有限会社アイ・エス・エム

（　　　　　　　　　）
【営業品目】害虫防除
ゴキブリ・ねずみ・ハチ・ムカデ・クモ・
はえ・蚊・飛来昆虫・シロアリ・有害鳥獣

守山市赤野井町30-3
☎077-584-2031 
Fax.077-584-2312

シロアリ活動時期!!
スズメバチ発生時期!!
害虫駆除はおまかせ下さい。

シロアリ活動時期!!
スズメバチ発生時期!
害虫駆除はおまかせ下さい。

守山市播磨田町 387
TEL・FAX（077）583-0090
wakasugi@mud.biglobe.ne.jp

行政書士若杉事務所

＜安心サポーター＞

成年後見
遺言・相続

【金員預託】
本像寺寒修行団 ……………………………………… 51,700円
正法寺………………………………………………… 10,000円

（有）アイ･エス･エム　前田　茂 …………………… 15,000円
渡辺忠雄………………………………………………… 6,000円
守山市グラウンド･ゴルフ協会 …………………… 20,000円
小津仏教会 …………………………………………… 10,000円
守山市社協事務局カウンター募金箱………………… 2,361円
匿名…………………………………………………… 90,000円
匿名…………………………………………………… 30,000円
匿名…………………………………………………… 10,000円
匿名…………………………………………………… 10,000円
【物品預託】
正法寺…………………………………………………… 米５㎏
河西学区社会福祉協議会ボランティア部
　…… 手作り弁当43個、お菓子93個、タオル80枚、雑巾80枚
多田喜美子 ………………………………… 切手82円×100枚
片岡豊子…………………………… ひな人形（７段飾り）一式
ダイヤモンドグループ ……タオル153枚、ハンドタオル24枚、

石鹸87個、バスタオル１枚
戸矢㟢保雄 …………………………………………… 車椅子1台
小島恵子……………………………………… アルミスロープ
カーブスアルプラザ守山 …………… 食品ダンボール２箱、米
匿名…………………………………… ギフトカード5,000円分

匿名……… 洗濯洗剤14個、タオル13枚、アルミプレート5枚、
はがき（書き損じ含む）

匿名…………………………………… チャイルドシート2台、
使用済みおむつ回収ボックス１つ、

テーブル付きチャイルドチェア２台、補助便座１つ
匿名……………………………………………………… 米30㎏
匿名………… 紙パンツ、紙パット、フローリング用ウェットシート
【物品払出】
びわこメディカル…… リハビリパンツ２袋、尿取りパッド4袋、

紙オムツ、尿とりパッド
守山学園………………………手づくりお菓子50個、雑巾80枚
守山はぐくみ共同作業所 ……弁当31個、手づくりお菓子31個
コミュニティひろばもみの木 ……………………… 弁当12個、

手づくりお菓子12個
下之郷自治会……………………………… 飛び出し人形４体
子ども食堂ひまわり
　……………… お菓子（ノンキャラミックスからセン）108袋
ゆいの里…………………………………………… タオル80枚
グロービス株式会社…………………ひな人形（７段飾り）一式
生活困窮世帯へ ……………敷きふとん３枚、掛けふとん２枚、

洗濯洗剤１個、オムツ（はくタイプ）、ベビーチェア２脚、
おむつポット、便座、チャイルドシート2脚

石田デイサービスセンター………… ギフトカード5,000円分

平成30年1月17日～４月13日（敬称略・順不同）

皆さまからの温かいご支援に、心より感謝いたします。

～食べる楽しみをすべての人に～

高齢者さまの食事（舌でつぶせる）と
口から食べる幸せづくり!

すむーす食“つるりん”製造・販売

タナカフーズ株式会社
滋賀県東近江市能登川町68
☎0748-42-6300　fax 0748-42-6685

…（介護食ドットネット）http://kaigoshoku.net

（13） 次号発行日　8月下旬　　　広 告 料 金　基本枠（縦60㎜×横56㎜）	 10,000円
発 行 部 数　30,300部　　　　　　　　 大　枠（縦60㎜×横117㎜）	 20,000円
市内の各戸へ自治会を通じて配付し、また企業や福祉施設等へ送付しています。

善意銀行

広告募集!

お金や物品について広く寄付をお受けし、市内の福祉活動に活用させていただいています。
（古着や中古品はご遠慮願います。）
ご相談・お問い合わせは、守山市社会福祉協議会（☎･有線583-2923）まで。



　抽選で正解者にプレゼントが当たります♪
　はがきに答え、住所、氏名、年齢、電話番号、ご意見やご
感想をお書きの上、〒524－0013 下之郷三丁目２番５号 
守山市社協チャレンジクイズ係までご応募ください。（6月末日〆切）

～前号の結果～（応募総数　51通　全員正解でした）
　答え　しん（芯）
★プレゼント当選者★ 

川戸　冨美子さま(吉身5)　　木戸脇　美代子さま(播磨田町)
高田　優奈さま(守山3)　　　森田　宗一さま(立田町)

守山駅前緑地公園に
「イトスギ」を記念植樹

　わが守山市には日本最初の青少年赤十字発祥校で
ある守山小学校が存在し、大変赤十字とは深い由縁
のある都市でもあります。さて今年度7つの地域赤十
字奉仕団が統合し、守山市赤十字奉仕団となったこ
とを記念し、守山駅前緑地公園に赤十字の「シンボ
ルツリー」の植樹が行われました。その木は何でしょ
うか？

※１　 申込方法：事業実施１週間前までに守山市社
会福祉協議会にお申し込みください。

※２　 送迎希望者：送迎希望される場合、下記乗降
場所をご指定下さい

　　　 乗降場所：守山会館・吉身会館・小津会館・
玉津会館・河西会館・速野会館・中洲会館・
市役所・JR守山駅東口・すこやかセンター

※３　 参加費：500円　当日、集金いたします。

開 催 日 内  容 場  所
（すこやかセンター内） 締　切

6/19㈫
11:00 ～

14:00
腰痛・肩痛
予防 ３F講習室 6/12㈫

 7/18㈬
11:00 ～

14:00
臨床美術を
体験

２F ボランティア
ルーム 7/11㈬

 8/10㈮
11:00 ～

14:00
気功体操を
体験

２F ボランティア
ルーム 8/3㈮

介護者のつどいのご案内

　4月11日「カーブス」アル
プラザ守山店さまよりお米や
缶詰などの長期保存可能な食
品のご寄附がありました。
　これは、当事業所さまが実
施されている「フードドライ
ブ」活動で店舗スタッフや会
員の皆さまから寄せられたご
家庭の食料品を集め、地域に
貢献されています。

お米のご寄附をお願いします!

　市民の皆さまから寄附いただくお米を、生活困
窮世帯の方や子ども食堂実施団体等へお渡しして
います。是非ご支援をお願いします。

ありがとうございました

　平成30年度より、7つの団が統合されたことに因み、赤十
字発祥の地、ソルフェリーノの丘(イタリア)に生い茂ってい
た、赤十字のシンボルツリーともいうべき「イトスギ」の植
樹が、駅前緑地公園(少年赤十字発祥の碑隣）で行われました。
　少年赤十字とともに守山で、赤十字の精神が天高く真っ直
ぐに育ち、深く根を張
ることの願いが込めら
れています。
　赤十字奉仕団の活動
にご興味のある方は、
委員長 岸(090-1153-
4132）まで。

　4月26日(木)守
山市民ホールにて
福祉協力員フォー
ラムを開催いたし
ました。
　委嘱状を132名
の方に交付、総勢
255名が地域での福祉活動に活躍され
ます。
　また、研修として「忘れそうな大切
なこころ」をテーマに湖南三山長寿寺
の寺庭婦人　藤支照子さんに講演をい
ただきました。
　今後の福祉協力員の皆さまのご活躍
を期待しております。

～守山市赤十字奉仕団～

福祉協力員
フォーラム開催

（14）
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TEL：
077-583-2923　

　
FAX：

077-582-1615

よりよい紙面づくりのため、ご意見やご感想を、チャレンジクイズへの回答とともにお寄せください。
皆さまのご協力をよろしくお願いします。

次号　平成30年8月下旬の発行予定です。


